
資料２

マニュアル作成対象副作用疾患（追加）（案）

精神 ・・・・・・ 「小児の急性脳症」

骨 ・・・・・・・ 「大腿骨頭無腐性壊死」

感覚器（眼） ・・ 「角膜混濁」

その他については、既に選定した副作用疾患について引き続きマニュアル作

成作業を継続


